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7.香川県海外技術研修員受入事業

開発途上国は、日本より技術を学びたい意向を高め、また日本は、将来の国際的立場か

ら、技術指導援助を進めることとなった。

開発途上国の将来を担ふ、優秀な中堅青年男女を、海外技術研修生として受け入れ、1

年近く日本に滞在して技術を習得し、帰国後はこの研修で得た技術技能を活用して、国

の発展に寄与する制度が発足した。

香川県では、この制度により、1972年（昭和47年）より、香川県海外技術研修員受入事業

を始めた。以来、今日まで、総数362 人を受け入れている。そのうち、南米( ブラジル・ア

ルゼンチン・パラグアイ・ペルー・ボリビア) より受け入れた研修生は、172 人で、そのうち

169 人が、日系人である。この169 人は日本から移住した日本人の二・三世である。

平井知事と海外技術研修員による記念植樹

戦後、香川県から南米各国に移住した人は628 人である。移住者は、南米に新天地を求

めて入植、原始林を斧（＊おの）と鋸（＊のこ）で切り開き、焼畑にして作物を栽培し、旺盛

な開拓精神を持って今日の大成を築いて来た。この間の苦労、粒々辛苦は筆舌に尽くし

がたいものばかりである。この中にあって、子弟の教育は格別熱心である。それに応え

て、二世も非常に優秀で、向学心高く、南米の各大学で優秀な成績を修め、社会的に大

きく活躍し、各方面に貢献している。

この二世が、さらに日本で技術技能を修得したい希望を強く持っている。これに応えて、

1972年度（昭和47年度）は、ブラジルから5 人、インドから2 人を受け入れた。インドの2

人は、日本から派遣された香川県出身の技術専門家の助手としてインド農業開発に尽く

す青年である。研修生は、いずれも技術の習得意欲が旺盛で、熱心、研修効果を着実に

身につけていった。帰国後は、研修技術を生かして活躍し、各々の国の発展に、立派に

貢献している。

この事業の発足は、農林部農政課で、移住係が担当として進めていたが、県下の青少年

との交流による研修効果も考えて、民生部婦人青少年課に移し、農林部の担当者が兼

務で実務を進めた。

研修生は、国分寺町にある香川県青年センターに合宿し、そこから各研修場所に通って

学んだ。研修科目は、農業、工業、商業、医療、教育、デザイン、幼児教育と多岐にわた

り、県内の篤志受入機関で研修を受けた。
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受入機関は、日本語が十分に通じない研修生に実際に「やって見せる」方式で修得して

もらうよう努めたり、手取り足取り、懇切丁寧に心を込めて指導した。
 

言葉が通じなくても、国が違っても、「人の心」は、あくまでも同じである。生活習慣の違

い、歴史文化の違いを乗り越えて、心と心が通じ合い、次々と研修目的を達成して行く姿

は、実に素晴らしいものである。
 

ともに苦しみ、ともに楽しみ、喜び、友情と相互の理解を深めて行くうちに、戦後の日本が

スローガンとした真の「平和と繁栄」の姿を見ることが出来た。
 

1979年（昭和54年）、香川県農業試験場内にあった香川県立農業大学校が琴平町に移

転した跡の学生寮を改装して、香川県海外技術研修センターとした。研修生は、国分寺

町の香川県青年センターから移り、ここを拠点に各研修機関に通い研修した。
 

この時、研修生受入の主管課を農林部農政課に移し国際協力係が担当し、1987年（昭和

62年）4 月1 日から総務部国際交流室となり、さらに平成元年には国際交流課に移り、貴

重な成果を修めている。
 

日本から2 万キロ離れ、地球の反対側に位置する南米は、日本の45倍に当たる南半球

最大の大陸である。ここに、約8,000 人の香川県人が活躍している。日本人は、勤勉で正

直、礼儀正しく、謙虚で優しいと信頼も厚く、尊敬されている人が多い。移住者は、子に対

する教育は特に熱心で、人的資源の開発は格別、意欲的である。このようなことから、南

米各国から来た海外技術研修員は、意欲的に熱心に研修を受け、帰国後、それぞれの

立場で研修効果を発揮し、それぞれの国の発展に寄与していることは、誠に意義深い。
 

1980年（昭和55年）に発足した、香川県ブラジル派遣研修事業と相呼応して、若い世代の

相互理解と友好親善を深めているのもありがたいことだ。

また、南米移住者の子弟のために、県は外務省の補助事業の県海外技術研修員受入制

度を活用して、居住国の社会的・経済的発展に寄与するための技術の習得を行うととも

に、母県への理解、県民との交流を図るために、1972年度（昭和47年度）から、南米の県

人会からの推薦のあった移住者子弟を招聘し、約10ヶ月の技術研修を行っている。これ

までにブラジル95人、パラグアイ34人、ペルー22人、アルゼンチン19人、ボリビア4 人を受

け入れた。 また、南米移住者の子弟を、大学で1 年間留学させる県費留学制度を1987

年（昭和62年）に設け、これまでにブラジル9 人、ペルー1 人の留学生を受け入れ、香川

大学などで学ばせた。
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